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波崎東明神周辺地区住環境整備事業 

公園づくり提言書 
 

○はじめに 

「よかっぺまちづくり協議会」は、波崎東明神周辺地区（以下、当地区という）のまちづくりを

進めるため、地区住民と行政が一丸となり、安全で暮らしやすいまちづくりを主な目標として掲げ、

活動しています。 

当地区は、幅員４ｍ未満の細街路が多いうえ、老朽木造住宅が密集しているなど、防災上の課題

があります。そのため、平成 21 年度から、市による地区説明会・意見交換会を経て、平成 22 年

11 月に協議会を設立、課題解決のための取り組み案（整備計画素案）を検討しました。そして、

平成 23 年 6 月には、まちづくり提言書の形で市長へ提出しました。 

その後、協議会と市が協働で整備計画について検討を重ね、平成 25 年に整備計画を策定、平成

26 年度から住環境整備事業がスタートしました。 

現在、道路の拡幅や老朽木造住宅の建替えが進められるとともに、今回の提言のきっかけとなっ

た公園用地（約 960 ㎡）を、市が取得したことにより、公園整備の計画案を作成することになり

ました。 

公園整備の計画づくりにあたっては、地域住民が愛着を持って公園を利用できるようにしていき

たいと考えます。そのため、計画段階から住民の意見やアイデアを取り入れていくための「公園づ

くりサロン」を、協議会が企画し、開催しました。 

「公園づくりサロン」は、協議会のメンバーをはじめ、波崎小学校生徒とその保護者、波崎高校

生徒も参加し、グループに分かれてワークショップ形式で検討を重ねてきました。検討結果を踏ま

え、最終的に「公園整備基本計画」として取りまとめ、このたび神栖市長に提言することとなりま

した。 

今回の提言内容をご検討いただき、公園づくりの基本テーマである「１年を通して多世代が笑顔

あふれるいこいの場」を実現できるよう、本提言を踏まえた公園整備に取り組んで頂きたいと願っ

ております。 

 

令和元年７月 

 

よかっぺまちづくり協議会 

会長 山本清一 

委員一同 
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○提言書 

１．検討経緯 

（１）アンケート調査の実施 

公園づくりサロンの開催にあたり、2018 年６～７月に、公園を利用する地域住民（旧東明

神前・東明神町・西仲島区）の皆様および波崎小学校の児童・保護者の皆様にアンケートのご

協力をいただきました。行政区からは 160 通、波崎小学校児童・保護者から各 120 通の回答

がありました。 

 

（２）公園づくりサロンの実施（全４回） 

アンケート調査の意見を踏まえ、公園づくりサロンを４回実施しました。開催内容は以下の

通りです。 

 

【第１回サロン】（2018 年 8 月 19 日） 

テーマ：公園づくりのテーマを決めよう！ 

概要：４班に分かれて「こんな公園にしたい！」「公園で○○したい！」というアイデアをたく

さん書き出した後に、それらを総称した公園づくりのテーマを考えました。全体発表で

よいと思ったテーマに、旗揚げによる投票を行い、公園づくりのテーマ「１年を通して

多世代が笑顔あふれるいこいの場」が決定しました。 

 

【第２回サロン】（2018 年 10 月 28 日） 

テーマ：公園に何を置くかイメージしてみよう！ 

概要：前半は、公園予定地に行き「公園の広さ」「周辺道路からの導線」「隣地との境界」など

を確認しました。後半は、第１回で決まったテーマを４つに分類した空間を、公園予定

地が描かれた模造紙に配置しました。 

 

【第３回サロン】（2018 年 12 月 15 日） 

テーマ：アイデアのイメージを共有しよう！ 

概要：第１回で決定した公園づくりのテーマと、第２回で配置した空間を元に、模型づくりを

しました。幼稚園～小学校の子供たちの参加もあり、子供たちが楽しいと感じるアイデ

アを採り入れた検討ができました。 

 

【第４回サロン】（2019 年 3 月 3 日） 

テーマ：具体的な計画にまとめよう！ 

概要：これまでの結果を踏まえた、事務局からのたたき台案を確認しました。前半は、４班に

分かれ、たたき台の「気になるところ」と「どう解決していくか」を出し合いました。

後半は、前半で解決策が出なかった意見について、全体で話し合い、整理しました。 

 

これらの結果を、よかっぺまちづくり協議会（委員会 2019.3.18 及び 6.26 開催）で共有・

確認し、公園整備基本計画として最終的な取りまとめを行い、本提言書を作成しました。 
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２．提言内容 

公園整備基本計画 

（１）位置図・周辺の状況 

公園予定地は、波崎東明神周辺地区住環境整備事業区域内にある、約 960 ㎡の敷地です。

周囲は住宅等が立ち並んでおり、県道を隔てて波崎小学校、手子后神社が立地しています。ま

た、南側に面する道路（市道 1448 号線）が本事業によって整備されつつあり、事業地区の

東西を結ぶ予定です。 

 

（２）公園予定地の概要 

名 称 未定 

所在地 神栖市波崎９０１８－５ 

公園種別 街区公園 

敷地面積 約960㎡ 

現況土地利用 更地 

接道状況 南側の市道1448号線（幅員６ｍ）に接道する 

地域地区 

建築制限 

・第一種住居地域 

・建蔽率 60% 

・容積率 200% 
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（３）公園づくりの基本テーマ 

１年を通して多世代が笑顔あふれるいこいの場 

（４）ゾーニング（配置計画） 

（３）の基本テーマをもとに、ゾーニング・導入機能の配置を行ないました。 
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ゾーニング 導入機能 

 子どもから
大人まで楽
しめる 

築山ゾーン（芝生）…ターザンロープ・ 
アーチ型うんてい・ボルダリング遊具 
ひろばゾーン（土系舗装）…幼児用遊具 

 
健康づくり
ができる 

ウォーキングコース（ゴムチップ舗装） 
コンビネーション健康器具 
枕木の階段（ウォーキングコース） 

 自然豊かで
四季を感じ
られる 

シンボルツリー（ヤマモモ）・植栽（花の咲
く木など）・花壇 

 静かに過ご
せる 

東屋・野外卓・ベンチ 

その他必要な機能 
水のみ場・ガチャポン（手押し井戸ポンプ）・
園名板・車止め・公園灯・防護柵・生け垣（例：
ベニカナメモチ）・植栽帯（例：コグマザサ） 
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（５）基本計画図（平面図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ボルダリング遊具 

ターザンロープ 

枕木の階段 

+2.0 

築山 +1.5 
+1.0 

+0.5 
コンビネーション健康器具 

シンボルツリー 
（ヤマモモ） 

生け垣 ex.ベニカナメモチ 
※壁への落書き防止 

出入り口 

±0 アーチ型うんてい 

芝生 
ひろば 

（土系舗装） 防護柵 

ゴムチップ舗装 幼児用遊具 
園名板 

ベンチ 
公園灯 

野外卓 出入り口 

出入り口 

車止め 

ガチャポン 

花壇 

N 

植栽帯 H=100 程度、潅木：ex.コグマザサ 

東屋 

水飲み 

0            10           20m 

公園整備 基本計画図 
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